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九州経済を牽引する自動車関連企業の進出

 九州は全国自動車生産台数の約２割のシェアを占める自動車生産拠点。
 定時性の確保された東九州道の開通を契機に、東九州道を利用しながら１台

のトラックで複数の部品工場を回って部品を調達する“ミルクラン方式”の
導入等、効率的な部品搬送方式を支援。

 更に、九州の経済を牽引する自動車関連企業が福岡県や大分県の東九州道沿
線へ集積し、自動車関連部品の出荷額が約2.1倍に増加。

■自動車関連企業の立地状況

■東九州道沿線市町（福岡・大分県）の
自動車関連企業立地・増設件数（累計）

■福岡・大分県の自動車関連部品出荷額

資料：工業統計
（自動車車体・附随車製造業と自動車部品・附属品製造業の合算）

資料：東九州道沿線（福岡・大分県）16市町ヒアリング調査

東九州道の開通により、定時性が向
上したことを背景にミルクラン方式を
導入し、輸送効率が向上しました。

大手自動車メーカー 資料：R2.12 ヒアリング結果

Ｈ２１年から
137件立地・増設

Ａ社の一次サプライヤ―
Ｂ社の一次サプライヤ―
Ｃ社の一次サプライヤ―
その他自動車関連企業

資料：九州自動車関連企業データベースとヒアリングより作成

⼤⼿⾃動⾞メーカーＡ社
⼤⼿⾃動⾞メーカーＢ社

⼤⼿⾃動⾞メーカーＣ社

Ｈ２１年以降の自動車
関連企業立地・増設件数

（百億円）
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北九州～宮崎間
全線開通

北九州～宮崎間
全線開通

Ｈ２１年から
約2.1倍に増加

その他地域
82.7%

■自動車生産台数のシェア

福岡県

大分県

H21年から自動車関連企業
が137件立地・増設

資料：北部九州自動車産業アジア
先進拠点プロジェクト

九州
17.3%

約２割のシェア

従来の方式 ミルクラン方式
取引先ごとに部品を輸送 １台のトラックで複数の部品工場を回り

部品を調達する効率的な輸送⽅式

■新たな搬送方式の導入

ミルクラン方式の導入により
総走行時間：2,523分/日削減
トラックドライバ—：6人/日削減

全国⾃動⾞⽣産台数
817万台
（R1年）

４

※大手自動車メーカーA社における削減効果

※大分・京築地区からの仕入先から
東九州道を利用して搬送


